令和２年度第２回浜松市博物館協議会会議録
１　開催日時
令和2年11月10日（火）午後１時30分から午後3時00分
２　会　　場
浜松市博物館　2階会議室

３　出席状況
（出席委員　5人）（欠席委員　3人）
（委　員）　小針 由紀隆　平野　吾郎　安池　真美　名倉　香織　山岡　泰明
（欠席：杉山 岳弘　中山　正典　西田 かほる）
　　（事務局）　中村文化振興担当部長　鈴木文化財課長
久米博物館長　久野専門監　河西博物館運営Ｇ長　佐野学芸Ｇ長
４　傍聴者　　　0人（一般：0人、記者：0人）
５　議事内容　（１）令和元年度博物館事業評価について

　　　　　　　（２）その他
６　会議録作成者　　博物館運営Ｇ　河西
７　記録の方法　　　発言者の要点記録　　録音　無
１　開会
あいさつ（中村文化振興担当部長）

２　議事　
（１）令和元年度博物館事業評価について

事務局
資料にもとづき説明
小針会長　令和元年度博物館事業評価について、どういう観点でもよいので、気づいた点等ご意見あればお願いする。
小針会長　本日欠席の杉山委員から事前に配布された資料から意見・コメントを頂いているため、事務局の方で紹介をお願いする。
事務局　　杉山委員から事前に頂いた４点のコメントを紹介する。
　　　　　①定量評価において目標値が達成できていない項目について、その原因と思われることを記述しておくべき。

　　　　　②単に収蔵品のデータベース化だけでなく、デジタルアーカイブとして「物」を中心とした情報も含めて収集・蓄積・活用することが重要、戦略指標1もしくは2にキーワードとして「デジタルアーカイブ」を入れられると良い。

　　　　　③戦略指標4の市民協働において、ボランティアについて、IT技術に詳しい人に入ってもらうと助けになる。IT関係に特化した募集をすることと合わせて、SNSへの情報発信などの講習も行うと良い。

　　　　　④戦略指標5の情報の発信・公開は、良くやられている。Facebookやtwitterで博物館の情報を目することが増えた。情報発信には力を入れて頂きたい。

平野委員　杉山委員の意見にもあったように、この資料を素人目に見ても、入館者数が下がっているなどコロナの影響が見て取れる。これは致し方ないことであるが、見に来てくれる人は、良くやっていると面白いと評価されると思うが、一方で、博物館が何をやっているのか知らないという浜松市民の方も多くため、博物館は何をやっているのかという評価もある。確かにtwitterなど色々な新しいメディアを使っていくのは大事なことであるが、自分のような高齢の方にとっては、なかなかそういうメディアに接することが無い。今日もテレビで展示のニュースをやっていたが、そういうのが出ると「博物館であんな展示をしている」と話題になる。旧来のメディアでの情報発信を強化していくのも大事であると思う。昔から言われていたが、博物館に来る人が減ってきているのは、博物館を強く主張していくときに、マイナスの評価になってしまう。
小針会長　博物館に来てみて、初めて面白さに気づくこともあるが、必ず面白いから誘い合わせて行くというようになるためには、情報を早く知らせていくことが重要となる。
安池委員　11月号の「はままつ百撰」に博物館の招待券を提供して頂き、ありがとうございました。いつも、いろいろなイベントの招待券のプレゼントがあるが、最近はコロナで減っていて、ここのところは、ずっとイベントの紹介、プレゼントも無かったため、博物館の招待券にはたくさんの応募が来た。皆さんイベントに飢えており、出掛けたい気持ちが強くなってきている時期であるため、この時期にたくさんアピールしていくと良いと思う。
名倉委員　Instagramの方を見ていて、博物館の内容の紹介も楽しいが、フォトスポットもよく載せて
　　　　　あり、すごく綺麗な画像が多く載せてあり、博物館は敷居が高いなと感じる方も、その写真を
　　　　　見て、ちょっと写真を撮りに行こうかと気軽な気持ちで来て貰える方もいるのではないかと思

う。楽しみにしているので、是非続けて欲しい。

山岡委員　学校移動博物館については続けて行って欲しい。子供たちの方から博物館の情報を得るのはな
かなか難しい現状ではある。浜松市がタブレット端末の普及を目指していると聞いているので、将来的にはタブレット端末で博物館の情報を得て、館内の様子等も体験できてしまうことになると思うが、まずは、学校へ博物館職員に来て頂いて、物を使って体験することが、子供たちにとって一番良いことであるため、学校移動博物館については継続して欲しい。
小針会長　自分からも気づいた点をお話ししたい。監査の場ではないので、数字をひとつずつ取り上げて

どうしてかという物の言い方をしたくはないが、数字が物語っているものもあるため、それを含めてお話したい。

・戦略指標1に関連するＩＰＭについて、全ての対策が難しい場合、収蔵庫、展示室等ゾーニングとして、どこが重要となるのか？

　　　　　・戦略指標2で、大学や博物館等の他機関と連携して展覧会開催、研究していくのは良いことだが、研究して出てきた成果について、どういう形で測定したら良いか？何人この展覧会に入ったのか分かるようにしても、どういう成果が実際上がっているのか？

・研究環境について、学芸員が事務室で調査・研究をしている現状で、研究室にこもることができないのであれば、事務室においての研究環境の整備を考える必要があるのではないか？例えば、机のサイズなどの規定があると思うが、例えばサイドテーブルを置く、机の配列を見直すなど、何かやれることはあるか？

　　　　　・調査研究について、博物館館報があるが、前回も話したが、内容は調査研究の報告書になっているため、研究紀要という名称に変えたらどうか。その方が浜松市博物館としての調査研究として外部にしっかり伝わるのではないか？
　　　　　・戦略指標3において、年間の観覧者数が少し落ちてきている。この3年でも少しずつ下がっている。コロナは確かに影響していると思うが、コロナの影響が出てきたのは、令和2年の1～3月にかけてであるため、令和元年度はまだコロナの影響は少なかったことを考えると、右肩下がりとなっているのは要注意であると思う。

　　　　　・戦略指標4について、杉山委員のコメントにもあったように、ボランティアの仕事について、ひとくくりとしないで、それぞれの能力、ITに強いとか、デザインが得意とか、翻訳能力が高いなど、そういった個々の能力の高い分野ごとに活用していかないと博物館として損になる。市民学芸員について、アメリカでは、ボランティアの中でも特別な勉強をして、館蔵品について研究して、それをギャラリーでお話しをするなど、学芸員に近い仕事をしている。
　　　　　・戦略指標5について、ホームページを充実させる必要がある。紙媒体も重要だが、さらに情報発信する必要があり、基本はホームページになる。現在の博物館のホームページは、少し硬い印象で、もう少し魅力がある施設だと伝えられるホームページにして欲しい。見やすさ、探しやすさ、楽しさに工夫を凝らして欲しい。
　　　　　・博物館グッズについて、トートバックなど面白いグッズがあるので、ホームページに載せたらどうか？
　　　　　・情報発信について、博物館情報・だよりについて、職員が分担して書かれていると思うが、博物館職員だけでなく、幅広い執筆者が書いていくと良いと思う。例えば、市の担当課の職員、協議会委員、ボランティアでチラシを作ってくれるデザイナー、学校の先生のコメントを載せるとか、いろいろな角度から集めて、読み物として楽しめる形にできると良いと思う。
（２）その他
事務局　次回協議会の日程は、令和3年2月16日（火）を予定している。議題として、今回ご意見頂いた

元年度の博物館評価をまとめること、今年度の事業の評価方法を議題とします。また、蜆塚遺跡

の保存活用計画について説明し、意見を伺います。
小針会長
これまでの内容について事務局で議事録を作成することでよろしいか？

　　　　　
～異議なし～

４　閉会

小針会長　以上をもって協議会を終了する。
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